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アンジェスＭＧ株式会社との共同開発契約書締結に関するお知らせ 

 

当社の完全子会社である、医薬品等製造事業を行なうアルフレッサ ファーマ株式会社（本

社：大阪市、代表取締役社長：久禮哲郎）は、今般、アンジェスＭＧ株式会社（コード番号

４５６３東証マザーズ、本社：大阪府茨木市、代表取締役社長：山田英）とＮＦκＢデコイ

オリゴを用いたアトピー性皮膚炎治療薬の国内共同開発に関する契約書を締結いたしました

ので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．共同開発契約書締結に至った経緯 

アルフレッサ ファーマ株式会社は、今回のアンジェスＭＧ株式会社とのアトピー性皮膚炎

治療薬の共同開発が、当社の注力する対象領域の一つである皮膚科領域の製品であることか

ら、あらたなパイプラインの確保を図ることを目的に、共同開発契約書を締結いたしました。 

 

２．共同開発の内容 

両社は、協力して臨床試験の実施および製造販売承認取得までに発生する申請業務を行な

いますが、臨床試験に先立ち行なう医薬品の薬理学的および安全性試験である前臨床試験を

アンジェスＭＧ株式会社が行ない、ヒトにおける有効性および安全性のデータを集める目的

で行なわれる臨床試験や申請業務につきましては、今後両社で検討してまいります。 

 

３．ＮＦκＢデコイオリゴについて 

ＮＦκＢデコイオリゴは、アトピー性皮膚炎や関節リウマチなど免疫炎症性疾患を対象と

して、アンジェスＭＧ株式会社が開発を進めている核酸医薬です。このうち、アトピー性皮

膚炎は、国内患者が約 140 万人と多いものの、特に顔面の重症アトピー性皮膚炎に関しては

未だ有効な治療薬がなく、新しい治療法の開発が切望されている疾患領域です。ＮＦκＢデ

コイオリゴは、転写因子を特異的に抑制するという特徴があることから、効果的で副作用の

少ない画期的な治療薬になる可能性を持つものと考えられます。 

 

以上 


